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Abstract: This paper examines the correspondence between Japanese compound verbs of the form 
“V1-agaru” and “V1-ageru” and English phrasal verbs containing the particle “up”. Dividing uses of 
“V1+agaru” and “V1+ageru” into state and path expressions substantially simplifies description of 
their range of uses as well as elucidating trends in the (lack of) correspondence with English 
expressions. This novel analysis forms the basis for pedagogical suggestions aimed at addressing 
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選択されている。9 つの後項動詞で合わせて 130 の複合動詞という比較的小規模のデータで
はあるが、選択過程を考えると十分な代表性が期待されるii。 
本稿が扱う「-上がる」「-上げる」はそれぞれ 14 及び 16 の複合動詞が選択されている。「-
上がる」「-上げる」に注目する理由として、その高頻度及び意味用法の多様性、また英語の
up 句動詞との（外見上の）類似性が挙げられる。up は Brinton（1988）が述べているように






(1) a. The lake dried up.   （干上がった） 
b. He talked on but I was no longer listening. （しゃべり続けた） 















姫野（1976）は「-上がる」「-上げる」をそれぞれ表 1 と表 2 の通り分類している。姫野
分類の特徴は「上昇」を「-上がる」「-上げる」の本義とし、それ以外の意味をその拡張と
みなす姿勢であるといえる。表 1、表 2 にあるように、まず「上昇」を取り上げ、次に上下
関係に基づく「社会的行為」や「体内の上昇」の下位類を設定する構成である。直接「上
昇」と無関係の「完了」や「強調」用法はその後挙げられている。後述するように、この
「本義→拡張義」は必ずしも有効な分類方法とは限らない。次節からは表 1、表 2 にある下
位類の例を英語に訳した結果を分析するiv。 
 
表 1「-上がる」複合動詞の下位分類（姫野 1976：36 に基づくv） 














観客が震え上がる 自+上がる=自 強調 
相手が付け上がる 他+上がる=自 増長 
5．目上の方が飲食物を召し上がる 他+上がる=他 尊敬語 
 
表 2「-上げる」複合動詞の下位分類（姫野 1976：44 に基づく） 
「-上げる」の複合動詞 自動詞か他動詞か 意味特徴 
1．地上から月に向かってロケットを打ち上げる 










4．パンを焼き上げる 他+上げる=自 完了・完成 


























詞は概ね up 句動詞に対応するvii。全ての例文に対して、当該の表現を下線で表示する。 
 
(2) 駆け上がる run up 
「彼は 3階まで階段を一気に駆け上がった。」 
He ran up two flights of stairs in one go. 
 
(3) 持ち上げる lift up 
「二人でたんすを持ち上げて隣の部屋に運んだ。」 
The two of them lifted up the chest of drawers and moved it into the next 
room. 
 
up 句動詞で表現不可能なものには、（4）の launch のように「上昇」の意味を既に含意す
る動詞がある。このような動詞に up を付加すると意味の重複が生じるため許容度が下がる。
また、（5）の「勝ち上がる」に対応する progress は up によって想定される「上下」ではな
く「左右」として捉えられる時間の経過を連想させる。（6）の「繰り上がる」は「上下」
と「左右」の両軸の捉え方が可能であり、捉え方によって up の可否が変わってくる。 
 
(4) 打ち上げる launch 
「ロケットは種子島の宇宙センターから打ち上げられた。」 
The rocket was launched from Tanegashima Space Center. 
 
(5) 勝ち上がる progress 
「あのチームは順当にトーナメントを勝ち上がっていった。」 
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(6) 繰り上がる move forward, move up 
a.「開園時間が１時間繰り上がって８時になった。」 






If the people in front of me cancel then I'll move up the waiting list so I 











(7) 盛り上がる liven up 
「ビンゴゲームが始まると、パーティーはとても盛り上がった。」 
When the bingo game began, the party really livened up. 
 
(8) 持ち上げる big up（俗語viii） 
「マスメディアはあのタレントをさかんに持ち上げているが、本当に実
力があるとは思えない。」 
The media are heaping praise on that celebrity, but I don't think they have any 
real talent. 
 
(9) 立ち上がる recover 
「住民たちはあの大震災から立ち上がった。」 
The residents recovered from the earthquake. 
 
また、（7）の例文で「盛り上がる」と liven up が対応しているが、「脚の筋肉が盛り上が
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(10) 込み上げる well up 
「彼女は、映画のラストシーンで涙が込み上げてきた。」 
Tears welled up in her eyes during the last scene of the film. 
 
(11) すすり上げる sob, sniffle 
「着物のそでで涙をぬぐい、喜助は洟をすすりあげた。」 
Yoshisuke wiped his tears on his sleeve and gave a sob. 
（BCCWJ_PB2n_00162、英訳：筆者） 
 
(12) しゃくり上げる sob convulsively 
「普通に観てたんですが、観れば観るほどに泣けてきて最後までしゃく
りあげてしまいました」 
I was just watching it, but the longer I watched the more I felt like crying and I 






と up 句動詞との対応関係は「上昇」のそれより不完全なものであることを示す。 
 
3.2. 「完了・完成」を表す「-上がる」「-上げる」 
姫野（1976）は「完了・完成」（以下、「完了」と略す）の用法を 4 分類している。表 3
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表 3 姫野分類における「完了」と up 句動詞の対応関係 




炊き上がる be ready 
出来上がる be finished, be ready 
ゆで上がる be completely boiled 
（パンが）焼き上がる be baked, be ready 
編み上がる be finished 
仕上がる  be finished 
自然現象の完了 
（上がる） 
晴れ上がる clear up 
干上がる dry up 
涸れ上がる dry up 
[動詞＋副詞] 





（焼き上げる bake up） 
（ゆで上げる boil up） 
[単純動詞][アスペクト動詞＋動詞]など 
作り上げる make  
縫い上げる finish sewing 
焼き上げる bake, finish baking 




数 え 上げ る count up, 
enumerate 
売り上げる sell up  
(cf. sell out) 
[動詞＋副詞][単純動詞]など 
調べ上げる investigate exhaustively 
並べ上げる list 




状態を形容詞で表す傾向がある。ready や finished は動作の様態に言及していないが、名詞








































(13) 刈り上げる・剃り上げる（「上昇」の意味）trim; shave up（wards） 
 













(15) 縛り上げる tie up 
「強盗は警備員をロープで縛り上げて、金品を奪って逃げた。」 
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(16) ひねり上げる twist up 
「なんと、男が女の腕をひねりあげて、私の仕事場の向かいのアパート
に引きずってゆく。」 
Then, would you believe it, the man wrenched up the woman’s arm and pulled 






(17) ほめ上げる praise profusely 
「社長は優秀なスタッフを誉め上げた。」 
The company president showered the excellent staff with praise. 
国立研究所（2015） 
 
(18) 震え上がる shake wildly 
「一歩外に出ると、あまりの寒さに震えあがった。」 










的性質に従う、という解釈が可能である。この「高程度」の意味は 5 節で挙げる Bolinger
（1971: 99-101）が指摘する up の「高強度を表すパーフェクト的意味」と類似しているが、
Bolinger（同上）は動詞の語彙的意味が与える影響についてはっきり述べていない。「完了」



















(19) 付け上がる big oneself up（俗語）、be presumptuous 
「彼は、こちらが下手に出ると、ますます付け上がるから、一度厳しく
注意したほうがいい。」 
When we take a conciliatory tone he gets more and more presumptuous, so it 
would be a good idea to give him a serious warning. 
 
(20) 巻き上げる swindle 
「多くの投資者をだまして金を巻き上げていた男が逮捕された。」 
A man who swindled many investors out of their money has been arrested. 
 
(21) 申し上げる state, express 
「心からお礼を申し上げます。」 
Please allow me to express my deepest thanks. 
 
4. 考察 










表 4 姫野分類に沿った「-上がる」の用法と対応する英語の形式 







































はげ上がる等 go bald 動詞+形容詞 




























尊敬語 召し上がるのみ partake (of) 単純動詞 
 
「英語の形式」欄には一般化を重視し、最も典型的と思われる形式を表示している。例
えば、表 4 の「自然現象の完了」ではほとんどの複合動詞が up 句動詞に対応するため「up
句動詞等」と記述している（対象の動詞が増えると形式の多様性も増える可能性がある）。 








表 5 姫野分類に沿った「-上げる」の用法と対応する英語の形式 






















































































































































































be baked/be ready, 















boil (up) (until ready) 








































































































表 7 影山による語彙的複合動詞の新分類（影山 2013:11 に基づく） 
従来の分類 新しい分類 






5．補文：見逃す、死に急ぐ アスペクト複合動詞（aspectual compound verbs） 



















アスペクトの概念に含まれていない。すなわち、影山分類は、V1 が V2 を修飾するか、V2
が V1 を修飾・補足するかという統語的な相違点が本質であって、V1 が主要部の語彙的複











































(22) a. The work piled up.   （i.原始的な方向義） 
b. Turn up the volume. 
 
(23) a. He grew up.    （ii.方向義の拡張） 
b. They brought up a different argument. 
 
(24) a. It shriveled up.   （iii.結果状態で現れる完了） 
b. He laced up his shoes. 
 
(25) a. She choked up and started to cry.  （iv.完成または開始の完了） 
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(26) a. They hurried up.   （v.高強度を表す完了） 
b. Let’s brighten up the colors. 
（Bolinger 1971:99-101 に基づく） 
 
up 句動詞と日本語表現の対応関係を確認するために、バーナード（2002）に記録されて
いる 769 の up 句動詞とその対訳を分析したxvii。調査の結果、「-上がる」「-上げる」が全体
の 5％強しか占めていないことがわかった（図 2 参照）。最も比率が高いのは「その他の形
式」（副詞などを使った表現、およそ 46%）及び「単純動詞その他」（およそ 28％）である。 
 
 




のほうが頻度が高く、その他の後項動詞も頻出することが明らかになった（図 3 を参照）。 
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(28) up 句動詞と「-込む」 

















































表 8 が基となる基礎資料の完成及びその効果の実証は今後の課題になる。 
 
表 8 「-あがる」「-あげる」の一覧表（抜粋） 
複合動詞 用法 


















  ②（人が） 
④shake wildly 
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xi （14）の shave off 及び shave clean は結果構文であるが、アスペクトを表す不変化詞を含む句動詞と結果
構文の関係については Otani（2013）を参照されたい。 
xii 同類の「おだて上げる」は butter up に訳できるが、これはかなり砕けた表現であり、同じ意味の単純動
詞 flatter も存在している。 
xiii 姫野（1976）は「のし上がる」や「勝ち上がる」を「地位の上昇」を表す複合動詞としている。本稿で
は、「上昇」の複合動詞のほとんどが up 句動詞に対応することから、姫野分類における「上昇」の下位分
類まで細かく検討しないことにしているが、4 節の表 4、表 5 では姫野分類の全体像を示す。 




xvii 図 2、図 3 及びそれが示すデータは本稿の筆者が集計して作成したものである。今後の課題として、「-
上がる」「-上げる」についても同様の調査を行う予定である。 
xviii 頻度が 6 以下のものを全て「その他」にまとめて示している。 
xix 奥津（1983）はいわゆる「ウナギ文」について、それが日本語特有の表現なのではなく、日本語で頻繁
に用いられるにすぎない、と指摘している。up と「-上がる」「-上げる」についても同様の関係にある可能
性がある。 
xx Gorlach（2004）によれば、英語では「単純動詞」→「動詞＋不変化詞＋名詞」→「動詞＋名詞＋不変化
詞」の順番で、事象が完了したこと（resultativity）が強調されていく。 
